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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月10日(2015.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
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【表１０】

　本発明の組成物は、現冷媒Ｒ－１３４ａと似ている冷却性能、ＣＯＰおよび能力の両方
を示す。２０／８０重量％の１２３４ｙｆ／２４５ｃｂなどの組成物はまた、ＨＣＦＣ－
１２４に良好に匹敵する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６３】
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　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．（ａ）１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン；（ｂ）２，３，３，３－テト
ラフルオロプロペン、Ｅ－１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、および１，１，１
－トリフルオロプロペンからなる群から選択される化合物；ならびに任意選択的に（ｃ）
１，１，１，２－テトラフルオロエタンおよびジフルオロメタンからなる群から選択され
る化合物を含む組成物。
２．成分（ａ）および成分（ｂ）が、成分（ａ）および成分（ｂ）を含む共沸または共沸
様組み合わせとして組成物中に存在する、上記１に記載の組成物。
３．約０．１質量％～約９９質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパンなら
びに２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、Ｅ－１，３，３，３－テトラフルオロプ
ロペンおよび１，１，１－トリフルオロプロペンからなる群から選択される約１．０質量
％～約９９．９質量％の化合物を含む上記２に記載の組成物。
４．成分（ｃ）を含む上記２に記載の組成物であって、成分（ａ）、成分（ｂ）および成
分（ｃ）が、成分（ａ）、成分（ｂ）および成分（ｃ）を含む共沸または共沸様組み合わ
せとして組成物中に存在する、該組成物。
５．約０．１質量％～約９８質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン；２
，３，３，３－テトラフルオロプロペン、Ｅ－１，３，３，３－テトラフルオロプロペン
および１，１，１－トリフルオロプロペンからなる群から選択される約１．０質量％～約
９８．９質量％の化合物；ならびに約１．０質量％～約９８質量％の１，１，１，２－テ
トラフルオロエタンを含む上記４に記載の組成物。
６．成分（ｃ）がジフルオロメタンである上記４に記載の組成物。
７．約０．１質量％～約３０質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン、約
１．０質量％～約４９質量％の２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、および約５０
質量％～約９８質量％ジフルオロメタンを含む上記６に記載の組成物。
８．約０．１質量％～約３０質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン、約
１．０質量％～約４０質量％のＥ－１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、および約
５８質量％～約９８質量％のジフルオロメタンを含む上記６に記載の組成物。
９．約１．０質量％～約３６質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン、約
１．０質量％～約３６質量％の１，１，１－トリフルオロプロペン、および約４６質量％
～約９８質量％のジフルオロメタンを含む上記６に記載の組成物。
１０．約２５℃で約８８．２ｐｓｉａ（６０８ｋＰａ）の圧力を有する約４４．２質量％
の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパンおよび約５５．８質量％の１，３，３，
３－テトラフルオロプロペン；または約２５℃で約８８．４ｐｓｉａ（６０９ｋＰａ）の
圧力を有する約４６．０質量％の１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパンおよび約
５４．０質量％の３，３，３－トリフルオロプロペンの共沸組み合わせを含む上記３に記
載の組成物。
１１．鉱油、アルキルベンゼン、ポリアルファオレフィン、ポリアルキレングリコール、
ポリオールエステル、ポリビニルエーテル、およびそれらの混合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つの潤滑油をさらに含む上記１～１０のいずれかに記載の組成物。
１２．酢酸塩、ホウ酸塩、炭酸塩、重炭酸塩、リン酸塩、硝酸塩、水酸化物、酸化物、モ
リブデン酸塩、臭化物、臭素酸塩、塩素酸塩、塩化物、またはヨウ化物、ホスフェートエ
ステル、有機ホスホネート、およびホスホニウム塩、ホウ酸、有機ホウ素化合物、臭素化
化合物、塩素化パラフィン、ポリリン酸アンモニウム、メラミン、水とポリアルキレング
リコールまたはポリオールエステルとの混合物、パーフルオロ化潤滑油、フルオロケトン
、フルオロヨード化合物、またはそれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１
つの添加剤をさらに含む上記１～１１のいずれかに記載の組成物。
１３．上記１に記載の組成物を凝縮させる工程と、その後、冷却すべき物体の近くで該組
成物を蒸発させる工程とを含む冷却を行うための方法。
１４．加熱すべき物体の近くで上記１に記載の組成物を凝縮させる工程と、その後、該組
成物を蒸発させる工程とを含む熱を生成するための方法。
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１５．上記１に記載の組成物を含む発泡剤。
１６．（ａ）請求項１に記載の組成物を発泡性組成物に加える工程と、
　（ｂ）発泡体を形成するのに有効な条件下に該発泡性組成物を反応させる工程と
を含む発泡体の形成方法。
１７．上記１に記載の組成物を含むスプレー可能な組成物。
１８．上記１に記載の組成物をエアゾール容器中の活性成分に加える工程を含むエアゾー
ル製品の製造方法であって、該組成物が噴射剤として機能する方法。
１９．熱を提供するシステムと接触した熱交換器中で上記１に記載の組成物を含む液相作
動流体を蒸発させ、こうして気相作動流体を生成する工程と、該気相作動流体を、機械エ
ネルギーを生成する膨張器に通す工程とを含む熱の回収方法。
２０．前記気相作動流体を凝縮させ、液相作動流体を形成する工程をさらに含む上記１９
に記載の方法。
２１．前記液相作動流体をリサイクルして再び蒸発させる工程をさらに含む上記２０に記
載の方法。
２２．Ｒ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ１２、Ｒ１２４、Ｒ４０４Ａ、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、
Ｒ４１３Ａ、Ｒ４１７Ａ、Ｒ４２２Ａ、Ｒ４２２Ｂ、Ｒ４２２ＣおよびＲ４２２Ｄ、Ｒ４
２３Ａ、Ｒ４２４Ａ、Ｒ４２６Ａ、Ｒ４２８Ａ、Ｒ４３０Ａ、Ｒ４３４Ａ、Ｒ４３７Ａ、
Ｒ４３８Ａ、Ｒ５０７Ａ、ならびにＲ５０２からなる群から選択される第１冷媒を、該第
１冷媒を使用する、使用したまたは使用するよう設計されたシステムで置き換える方法で
あって、該システムに上記１に記載の組成物を提供する工程を含む方法。
２３．前記第１冷媒がＲ２２、Ｒ４０７Ｃ、またはＲ４１０Ａであり、そしてシステムに
提供される組成物がＨＦＣ－２４５ｃｂと、ＨＦＣ－３２とＨＦＯ－１２３４ｙｆ、トラ
ンス－ＨＦＯ－１２３４ｚｅまたはＨＦＯ－１２４３ｚｆの１つとを含む、上記２２に記
載の方法。
２４．前記第１冷媒がＲ１３４ａまたはＲ１２４であり、そしてシステムに提供される組
成物がＨＦＣ－２４５ｃｂと、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、トランス－ＨＦＯ－１２３４ｚｅ
またはＨＦＯ－１２４３ｚｆの１つと、任意選択的にＨＦＣ－１３４ａとを含む、上記２
２に記載の方法。
２５．圧縮機、凝縮器、膨張デバイスおよびエバポレーターを含む冷凍、エアコンまたは
ヒートポンプ装置であって、上記１に記載の組成物を含有する装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）１，１，１，２，２－ペンタフルオロプロパン；（ｂ）２，３，３，３－テトラ
フルオロプロペン、Ｅ－１，３，３，３－テトラフルオロプロペン、および１，１，１－
トリフルオロプロペンからなる群から選択される化合物；ならびに（ｃ）１，１，１，２
－テトラフルオロエタンおよびジフルオロメタンからなる群から選択される化合物を含む
組成物であって、ここで成分（ａ）、成分（ｂ）および成分（ｃ）が、成分（ａ）、成分
（ｂ）および成分（ｃ）を含む共沸または共沸様組み合わせとして組成物中に存在する、
該組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物を凝縮させる工程と、その後、冷却すべき物体の近くで該組成
物を蒸発させる工程とを含む冷却を行うための方法。
【請求項３】
　加熱すべき物体の近くで請求項１に記載の組成物を凝縮させる工程と、その後、該組成
物を蒸発させる工程とを含む熱を生成するための方法。
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【請求項４】
　（ａ）請求項１に記載の組成物を発泡性組成物に加える工程と、
　（ｂ）発泡体を形成するのに有効な条件下に該発泡性組成物を反応させる工程と
を含む発泡体の形成方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の組成物をエアゾール容器中の活性成分に加える工程を含むエアゾール
製品の製造方法であって、該組成物が噴射剤として機能する方法。
【請求項６】
　熱を提供するシステムと接触した熱交換器中で請求項１に記載の組成物を含む液相作動
流体を蒸発させ、こうして気相作動流体を生成する工程と、該気相作動流体を、機械エネ
ルギーを生成する膨張器に通す工程とを含む熱の回収方法。
【請求項７】
　Ｒ１３４ａ、Ｒ２２、Ｒ１２、Ｒ１２４、Ｒ４０４Ａ、Ｒ４１０Ａ、Ｒ４０７Ｃ、Ｒ４
１３Ａ、Ｒ４１７Ａ、Ｒ４２２Ａ、Ｒ４２２Ｂ、Ｒ４２２ＣおよびＲ４２２Ｄ、Ｒ４２３
Ａ、Ｒ４２４Ａ、Ｒ４２６Ａ、Ｒ４２８Ａ、Ｒ４３０Ａ、Ｒ４３４Ａ、Ｒ４３７Ａ、Ｒ４
３８Ａ、Ｒ５０７Ａ、ならびにＲ５０２からなる群から選択される第１冷媒を、該第１冷
媒を使用する、使用したまたは使用するよう設計されたシステムで置き換える方法であっ
て、該システムに請求項１に記載の組成物を提供する工程を含む方法。
【請求項８】
　圧縮機、凝縮器、膨張デバイスおよびエバポレーターを含む冷凍、エアコンまたはヒー
トポンプ装置であって、請求項１に記載の組成物を含有する装置。
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